
　﨑津保育園（吉田富義園長・全園児32人）
では、思いやりのあるやさしい心を培うと
ともに、心身の健全な育成などを目ざして、
地域の小学生や老人会の皆さんとの交流や、
豊かな自然を生かした野外活動などに取り
組んでいます。また、英語を身近に感じ、
コミュニケーションがとれるようにと月に
２回、河浦町在住のジュリアン・クレアズ
ビイさん（イギリス出身）を講師に「英語
であそぼう」を実施。園児たちは、歌や遊
びなどを通して楽しみながら英語を学び、
豊かな感性を育んでいます。このほか、子
育て支援の一つとして、子育て中のお母さ
んたちが不安や喜びなどを語り合う「げん
きっずクラブ」の活動も実施中です。

歌や遊びで英語に親しむ

﨑津保育園　

　
「
元
気
で
明
る
く
、
心
豊
か
な

子
ど
も
の
育
成
」
を
教
育
目
標
に

掲
げ
て
い
る
瀬
戸
幼
稚
園
（
松
岡

逸
子
園
長
）
は
、
全
園
児
８
人
と

少
人
数
で
す
が
、
温
か
い
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
あ
る
園
で
す
。

　

今
、
子
ど
も
た
ち
は
一
輪
車
乗

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
転
ん
で

も
転
ん
で
も
何
度
も
挑
戦
し
、
友

だ
ち
ど
う
し
で
励
ま
し
合
い
、
１

人
の
成
功
を
み
ん
な
で
喜
び
合
い

な
が
ら
、
全
員
が
乗
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
先
日
の
運
動
会
で

は
「
僕
の
・
私
の
得
意
技
」
と
し

て
披
露
し
、
観
客
か
ら
た
く
さ
ん

の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
健
康
体
操
の
会

や
老
人
会
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

深
め
て
お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

温
か
さ
、
や
さ
し
さ
を
実
感
し
な

が
ら
、
毎
日
元
気
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
む一輪

車
乗
り

瀬
戸
幼
稚
園　

　大江小学校（東裕教校長・全校児童64人）
は、白亜の教会・大江天主堂の近くにあり、
海中公園に指定されている藍より青い海な
ど豊かな自然に囲まれています。
　本校では、「素直で思いやりがある子ども、
よく考え工夫する子ども、元気でがんばり
ぬく子ども」の育成を目ざし、６年生を中
心に全校児童が協力しながら、縦割り班で
体育や掃除などに取り組んでいます。
　また、毎年実施しているこっぱもちづく
りでは、４年生が中心となりサツマイモの
植え付けや草取りなどを行い、11月のイモ
掘り、12月のこっぱづくり・もちつきを全
校児童で取り組むことにしています。今年
も収穫が楽しみです。

大江小学校　

みんななかよし！大江っ子！

亀
場
小
学
校　

心
も
、体
も
、頭
も

「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」に
あ
た
た
ま
る
体
育

　７月に熊本市から五和町に引っ越してきま
した。現在、本渡地区の病院で栄養士として
勤務しています。天草の印象は、心の温かい
人の多さと、魚のおいしさ。天草に来たばか
りなので、たくさんの友だちを早くつくりた
いですね。また、ギターに興味があり、弾き
方を習いたいと思っています。

̶̶ 毎日の楽しみは？
　農作物づくりが大好きで、
紫イモや黒豆、黒ゴマ、大
根、サトイモ、キウィなど

を栽培しています。雨の日以外は毎日、畑に出かけ、
生育状況などを見て楽しんでいます。
̶̶ 健康の秘訣は？
　規則正しい生活が１番！　早寝・早起き、３度の食
事が生活の基本です。恩師の言葉である「人並みなら
人並みぞ。人並み外れにゃ外れんぞ」を心の糧に、日
常生活や農作業など、人並み以上に取り組もうと心が
けていることが、健康につながっていると思います。

とみよしひろのり

　

亀
場
小
学
校（
山
﨑
公
任
校
長
・

全
校
生
徒
２
７
９
人
）
で
は
、「
進

ん
で
学
び
、
正
し
い
判
断
力
と
健

や
か
な
心
身
を
そ
な
え
た
心
豊
か

な
子
ど
も
の
育
成
」を
目
ざ
し
て
、

体
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
県
か
ら
「
学
校
体

育
研
究
推
進
校
」の
指
定
を
受
け
、

『
心
も
、体
も
、頭
も「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」

に
あ
た
た
ま
る
体
育
』
を
テ
ー
マ

に
、
基
礎
的
な
運
動
や
ボ
ー
ル
運

動
な
ど
を
行
い
、よ
り
速
く
走
る
・

高
く
跳
ぶ
た
め
の
方
法
な
ど
を
考

え
な
が
ら
、
理
解
力
の
向
上
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

学
力
レ
ベ
ル
の
上
昇
に
も
つ
な
が

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

言
語
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

い
ず
れ
は
生
涯
体
育
に
結
び
付
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
み
と
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橋本 恵理香 さん（五和町二江・24歳）

吉田 一志 さん
（栖本町河内・80歳）

大好きな一輪車に乗る園児の皆さん大好きな一輪車に乗る園児の皆さん目標に向かって“ジャンプ”目標に向かって“ジャンプ”目標に向かって“ジャンプ”

ジュリアンさんと楽しく英語を学ぶ園児たちジュリアンさんと楽しく英語を学ぶ園児たちサツマイモの植え付けをする児童たちサツマイモの植え付けをする児童たち

え　り　か

か ず し

い
つ
こ

　

今
年
は
、
日
本
へ
の
台
風
の
上

陸
が
１
度
も
な
く
、
地
球
環
境
の

面
で
少
し
気
が
か
り
で
は
あ
り
ま

す
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
お
米
は

豊
作
と
い
う
こ
と
で
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
実
り
の
秋
に
感
謝
し
よ
う

と
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
市

内
の
各
地
域
で
秋
祭
り
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
祭
り
と
い
え
ば
祭

囃
子
の
笛
太
鼓
の
音
に
あ
わ
せ
、

神
幸
行
列
が
と
き
に
は
厳
か
に
、

と
き
に
は
晴
れ
や
か
に
練
り
歩
き

ま
す
。

　

先
日
、
私
の
地
域
で
も
神
幸
行

列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
の
景

色
は
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
ま
し

た
が
、
昔
と
変
わ
ら
な
い
祭
り
の

風
景
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

行
列
の
先
頭
に
は
長
老
の
皆
さ
ん
、

次
に
、
は
さ
み
箱
や
鳥
毛
な
ど
を

振
る
若
者
、
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し

た
り
、
行
列
に
参
加
し
た
り
す
る

小
・
中
学
生
。
地
域
の
伝
統
行
事

を
大
切
に
し
、
若
者
や
子
ど
も
た

ち
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
こ
う

と
す
る
姿
が
感
じ
ら
れ
、
私
は
頼

も
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

本
市
に
は
、
海
を
渡
る
お
み
こ

し
を
は
じ
め
、
獅
子
舞
や
太
鼓
踊

り
な
ど
特
色
の
あ
る
祭
り
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
よ

う
な
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
次
の

世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
と
こ
ろ
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ば
や
し

天
草
市
長  

安
田
公
寛

伝
統
行
事
を
受
け
継
ぐ
大
切
さ


